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第２章

我が国の貿易・投資動向

　2013 年の貿易収支（財務省「貿易統計」）は、-11
兆 4,684 億円と過去最大の赤字となった。2012 年に、
第二次石油危機に見舞われた 1980 年以来 32 年ぶりと
なる過去最大の赤字（－6 兆 9,411 億円）となったが、
2013 年はそれを更に大きく上回る赤字となった（第
Ⅰ-2-1-1 図）。
　輸出額は前年比 9.5％増の 69 兆 7,742 億円と 3 年ぶ
りの増加となった。一方で輸入額は火力発電用の化石
燃料の輸入額増や好調な内需等を背景に、前年比
14.9％増の 81 兆 2,425 億円と 4 年連続で増加し、過去
最大の輸入額となった。この輸入額の増加が貿易赤字
の大きな要因となっている。
　輸出入に関する各指数の足下の推移を見ると、輸出
関連の各指数に関しては、2012 年末からの円安方向
の動きに伴い、輸出価格指数及び輸出額指数は上昇し
ている。他方、輸出数量指数は、円高方向に推移して
いた 2011 年、2012 年と比べても低調なまま推移して
いるが、足下ではやや回復傾向にある（第Ⅰ-2-1-2
図）。輸入関連の各指数に関しては、2012 年末からの

円安方向の動きに伴い、輸入価格指数及び輸入額指数
は大きく上昇している。他方、輸入数量指数は、2013
年に入り 2012 年と比べるとやや減少傾向となったが、
10 月以降は増加傾向にある（第Ⅰ-2-1-3 図）。

2013 年の我が国の貿易動向第１節

1．貿易動向の概観
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第Ⅰ-2-1-1 図　貿易額、貿易収支の推移

資料：財務省「貿易統計」から作成。
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第Ⅰ-2-1-2 図　輸出関連各指数の推移

資料：財務省「貿易統計」から作成。

第Ⅰ-2-1-3 図　輸入関連各指数の推移
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資料：財務省「貿易統計」から作成。
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第２章

我が国の貿易・投資動向
　国・地域別に見ると、対米国貿易は、自動車や有機
化合物等の輸出が増加したことにより、輸出額は 12
兆 9,282 億円（前年比 15.6％増）と日本の輸出先とし
て最大となった。貿易収支も 6 兆 1,133 億円の黒字と
なり、2 年連続で黒字幅が増加した。対中国貿易は、
有機化合物等を中心に輸出が 3 年ぶりに増加し、輸出
額は 12 兆 6,252 億円（前年比 9.7％増）となったもの
の、通信機等の輸入増加の影響で、輸入額は 17 兆 6,600
億円（前年比 17.4％増）と過去最大となり、貿易収支
も -5 兆 348 億円と昨年に引き続き過去最大の赤字と
なった。対 EU 貿易は、自動車等を中心に輸出が増加
したものの、医薬品・自動車等の輸入増加の影響で、
貿易収支は -6,487 億円と 2 年連続で過去最大の赤字
額となった。対 ASEAN 貿易は、同地域の需要減の
影響もあり輸出額の伸びが相対的に低調となり、貿易
収支も -6,585 億円と赤字となった（第Ⅰ-2-1-4 表、
第Ⅰ-2-1-5 図）。
　次に主要品目別に見ると、輸出額は、輸送用機器（約
1.3 兆円増）や化学製品（1.1 兆円増）を中心に各品目
とも前年と比べて増加しており、東日本大震災前の

2010 年と比べても、電気機器以外は増加している。
しかし、世界経済危機の影響を大きく受ける前の
2008 年の水準を上回っているのは化学製品のみであ
る（第Ⅰ-2-1-6 図）。輸入額は、鉱物性燃料（約 3.3
兆円増）を中心に各品目とも前年と比べ増加しており、
震災前の 2010 年と比べても、鉱物性燃料（約 10.0 兆
円増）や電気機器（約 2.2 兆円増）を中心に各品目と
も増加している。輸送用機器、電気機器、食料品は、
2008 年の水準を上回っている（第Ⅰ-2-1-7 図）。
　最後に貿易相手国・地域別の輸出額・輸入額の品目
別増減寄与度（対前年比）を見ると、輸出に関しては、
主に米国向けの輸送用機器（対前年比寄与度 1.40％）
や一般機械（同 0.41％）、中国向けの化学製品（同
0.71％）の増加が輸出額増加にプラスに寄与している
一方で、ASEAN 向けの一般機械（同 -0.19％）や輸
送用機器（同 0.00％）等の減少及び伸び悩みが輸出額
増加を鈍化させている（第Ⅰ-2-1-8 表）。輸入に関し
ては、主に中東からの鉱物性燃料（同 2.87％）、中国
からの電気機器（同 1.40％）や一般機械（同 0.69％）
の増加が輸入額増加に寄与している（第Ⅰ-2-1-9 表）。

2．相手国・地域別、品目別の貿易動向

第Ⅰ-2-1-5 図　貿易収支推移（相手国・地域別）
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資料：財務省「貿易統計」から作成。

単位：兆円 輸出額 輸入額 収支 貿易額 輸出伸率 輸入伸率

米国 12.9 6.8 6.1 19.7 15.6% 12.0%

中国 12.6 17.7 -5.0 30.3 9.7% 17.4%

（EU） 7.0 7.6 -0.6 14.6 7.7% 15.2%

（ASEAN） 10.8 11.5 -0.7 22.3 4.8% 11.5%

（中東） 2.5 15.7 -13.2 18.1 9.5% 15.7%

備考：伸び率は対前年比。
資料：財務省「貿易統計」から作成。

第Ⅰ-2-1-4 表　我が国の貿易額（相手国・地域別）
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　2013 年の貿易赤字は 2012 年に比べ約 4.5 兆円増加
した。この要因を輸出数量、輸出価格、輸入数量、輸
入価格に分解すると、輸出価格の上昇は貿易収支改善
に寄与した一方で、貿易赤字拡大の最大の要因は輸入
価格の上昇（貿易赤字増加に対する寄与分は約 -10.3
兆円）であり、次いで、輸出数量の減少（同約 -1.0
兆円）、輸入数量の増加（同約 -0.2 兆円）となってい

る（第Ⅰ-2-1-10 図）。
　四半期ベースで同様に要因分解すると、第 1 四半期
及び第 2 四半期においては、輸入価格の上昇と輸出数
量の減少が貿易赤字に寄与している。しかし、第 3 四
半期からは、輸出数量は増加に転じ、貿易収支改善に
寄与している。第 3 四半期には輸入価格の上昇が、第
4 四半期には輸入価格の上昇と輸入数量の増加が貿易

3．価格・数量要因から見た貿易動向
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第Ⅰ-2-1-6 図　主要品目別輸出額推移

備考： 一般機械：原動機、電算機類の部分品等。電気機器：半導体等電子
部品等。原料別製品：鉄鋼、非鉄金属類等。化学製品：有機化合物、
プラスチック等。

資料：財務省「貿易統計」から作成。
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資料：財務省「貿易統計」から作成。

第Ⅰ-2-1-7 図　主要品目別輸入額推移

総額 食料品 原料品 鉱物性燃料 化学製品 原料別製品 一般機械 電気機器 輸送用機器 その他

世界 9.45 0.13 0.23 0.80 1.79 1.15 0.81 1.01 2.10 1.43

米国 2.73 0.02 0.00 0.03 0.19 0.09 0.41 0.27 1.40 0.33

中国 1.75 0.01 0.10 0.02 0.71 0.19 0.12 0.11 0.23 0.27

EU 0.78 0.01 0.01 0.09 0.10 -0.02 0.26 0.13 0.12 0.09

ASEAN 0.78 0.00 0.04 0.14 0.18 0.37 -0.19 0.02 0.00 0.23

中東 0.34 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 -0.05 0.01 0.34 0.03

その他 3.07 0.09 0.08 0.52 0.62 0.53 0.26 0.47 0.02 0.48

資料：財務省「貿易統計」から作成。

第Ⅰ-2-1-8 表　貿易相手国・地域別の輸出額増減寄与度

総額 食料品 原料品 鉱物性燃料 化学製品 原料別製品 一般機械 電気機器 輸送用機器 その他

世界 14.93 0.88 0.83 4.75 0.76 1.04 1.37 2.65 0.67 1.98

米国 1.04 0.06 0.14 0.11 0.10 0.05 0.25 0.13 0.08 0.11

中国 3.71 0.11 0.03 0.01 0.12 0.33 0.69 1.40 0.13 0.89

EU 1.42 0.12 0.10 0.02 0.25 0.09 0.19 0.14 0.32 0.19

ASEAN 1.67 0.11 0.06 0.17 0.06 0.27 0.13 0.39 0.05 0.43

中東 3.01 0.00 0.01 2.87 0.02 0.04 0.01 0.06 0.00 0.00

その他 4.08 0.47 0.51 1.57 0.20 0.26 0.10 0.52 0.10 0.36

資料：財務省「貿易統計」から作成。

第Ⅰ-2-1-9 表　貿易相手国・地域別の輸入額増減寄与度
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赤字に寄与している（第Ⅰ-2-1-11 図）。過去に円安
方向に推移していた 2005 年を見てみると、年間を通
して輸入価格の上昇及び輸入数量の増加が貿易赤字に
寄与していたが、輸出数量の減少は第 1 四半期及び第
2 四半期までで、第 3 四半期からは 2013 年と同様に
増加に転じ、貿易収支改善に寄与している（第Ⅰ-2-
1-12 図）。

　次に、2013 年の貿易赤字拡大の要因となっている、
輸出数量減少、輸入数量増加、輸入価格増加について
それぞれ品目別に寄与度を見ると、まず輸出数量につ
いては、一般機械、電気機器の減少が大きな要因となっ
ているが、これらの品目の減少幅は足下で縮小傾向に
あり、10 月以降は増加に転じている。また、自動車
及び輸送用機器も 6 月までは減少していたが、7 月以
降持ち直し傾向にある（第Ⅰ-2-1-13 図）。輸入数量
については、LNG や自動車等の増加が寄与した。原
粗油については、年間では減少となったものの足下で
大きく増加している（第Ⅰ-2-1-14 図）。輸入価格に
ついては、ほぼ全ての品目で年間を通して上昇傾向に
あるが、特に原粗油、LNG、電気機器の寄与度が大
きくなっている（第Ⅰ-2-1-15 図）。

第Ⅰ-2-1-10 図　貿易収支（前年差）の要因分解

資料：財務省「貿易統計」から作成。

2010 2011 2012 2013
-15

5

-5

15

10

0

-10

（兆円）

（年）

1.21.2
7.17.1

13.113.1

-2.0-2.0 -3.0-3.0 -1.0-1.0-1.9-1.9

-5.3-5.3
-1.1-1.1

-10.3-10.3
-7.2-7.2

-1.9-1.9
-1.4-1.4

-0.2-0.2

0.10.1 0.10.1

輸入数量要因 輸入価格要因 輸出数量要因
貿易収支（前年差）輸出価格要因

第Ⅰ-2-1-11 図　
貿易収支（前年同期差）の要因分解（2013 年）

資料：財務省「貿易統計」から作成。
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第Ⅰ-2-1-13 図　
輸出数量（前年同月比）の寄与度分解（2013 年）

資料：財務省「貿易統計」から作成。
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第Ⅰ-2-1-12 図　
貿易収支（前年同期差）の要因分解（2005 年）

備考： 税 関 長 公 示 レ ー ト の 月 平 均 ベ ー ス で 2004 年 12 月 1 ド ル 104 円
→ 2005 年 12 月 1 ドル 119 円（14% 円安）。2012 年 12 月 1 ドル 84
円→ 2013 年 12 月 1 ドル 102 円（21% 円安）。

資料：財務省「貿易統計」から作成。

Q1 Q2 Q3 Q4
-3

1

-1

3

2

0

-2

（兆円）

-1.5 -1.5 -1.5 

1.0 1.0 1.0 

0.2 0.2 0.2 
0.9 0.9 0.9 

0.9 0.9 0.9 
-0.3 -0.3 -0.3 

-0.5 -0.5 -0.5 

1.1 1.1 1.1 

-0.9 -0.9 -0.9 
-1.3 -1.3 -1.3 

-2.5 -2.5 -2.5 

-0.2 -0.2 -0.2 

-0.3 -0.3 -0.3 
-0.4 -0.4 -0.4 

-0.3 -0.3 -0.3 

1.0 1.0 1.0 

輸入数量要因 輸入価格要因 輸出数量要因
貿易収支（前年同期差）輸出価格要因

第
２
章

第
Ⅰ
部

通商白書  2014 33

第１節2013 年の我が国の貿易動向

CW6_A6372D121_M.indd   33 2014/07/31   8:59:09



第Ⅰ-2-1-15 図　
輸入価格（前年同月比）の寄与度分解（2013 年）

資料：財務省「貿易統計」から作成。
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第Ⅰ-2-1-14 図　
輸入数量（前年同月比）の寄与度分解（2013 年）

資料：財務省「貿易統計」から作成。
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